
大型寺沖地震

地震課調査係本

。

Cでミ

昭和27年3月7日夕刻，石川県天聖寺約20kmの沖合に起った地震は石川・福井両県境の、沿岸よりの

一部分に軽微な被害をもたらした。昭和23年の福井震災より 3年8ゲ月ぷりでとの地方の人々を驚か

じたが，避難に際して負傷者を出し，また死者が若干あった。たYし，火災による焼死，また地震の

衝撃による恐怖Jらから起った間接的死因によるものである。との地震の規模を震度減衰曲線(十勝沖

地震特輯号参照)からみると， 23年の福井地震と24年栃木県地震の中聞に相当する犬きさであるが，

被害が割合にすく友かったのは震源が陸地よ bはなれた海底にあったためであるO、しかし，との被害

をうけた地域の家屋の壁は亀裂または剥脱したものが多く，川の流域，埋立地，湖沼附近に地割が多

数起った。 Magnitude6まCPasadena)からエネノレギーを求めてみると 1.O，X 1028 エルグとなり，

とれは Gutenbergが決めた昭和13年'(1938年)の紀伊田辺沖の地震と同じであった。た告，近年で

骨 ‘福井震災以前にこの地域に起D被害を伴った地震は，昭和5年10月17日朝，犬聖寺附近に発生した顕

著地震で，震源地で多少の被害があり，震央附近の震度は強震であった。

被害の現地踏査は福井・金沢両測候所々員の方々が行われた。

地震計による験測結果

今回の犬聖寺沖地震について，全国の気象官署で観測した震度及び地震計の観測結果を第1表と第

2表に示す。震央に最も近い福井，金沢の発震時及び富山の初動は地震課で験測じた値である。

第 1表震度表

V; (金沢区内大聖寺，小松〉
百;福井，富山，輪島， (金沢区内:九谷，美]11)， (福井区内:上池田，武生)， (富山区内:女良，八尾)，

〈岐阜区内:御嵩)， .(彦根区内:堅田，今津) ~ 

lH ;"金沢，高山敦賀，舞鶴，彦根，岐阜，名古屋，豊岡，飯田，亀山，津，高田，浜松，橿原， (金沢区内

:大杉，新保，白峯，中宮内女原，内尾，湯涌，宇ノ気，羽咋，富気，門前，宇出津， 飯田)，(福井区

内:勝山，大野，朝日，今圧，大河内，愛発，中名田，小浜)， (富山区内伏木，魚津，福野，太美山，

上滝，北加積，白萩，小屋平)， (岐阜区内:今尾，古川，岩村，東横山，付知，土岐津，夏厩，春日，

根尾，竹原，白鳥，黒川，栃洞，犬井，河合，下呂)， (名古屋区内:瀬戸，坂下，田口，挙母，安城，

内海，色崎，高星，西尾，布袋，津島，横須賀)， (津区内:上野，阿下喜，四日市，白子，桑名，松阪)，

(京都区内:園部，宮津，一比叡山，伊根E 経ケ崎)， .(新潟区内:直注津，砂場)， (長野区内松本市内一

部，開田，広津，諏訪，牧郷，栄，大平，市田)， (甲府区内穏足)， (静岡:三ケ日)， (雷根区内:北

小松，竹生島，木ペ本，愛知川， )¥幡，大津，永口，瀬田]11)

*岩井保彦，黒沼新一，浜松音蔵，村井五郎
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J[ ;長野，神戸，甲府:京都，木阪，西郷，鳥取?岡山， ，C金沢区内:大谷λ 〈福井区内:中島石徹白)，

〈富山区内:泊，細入)， C岐阜区内:下麻生、，神岡，平湯，気良，関ケ原，湯屋，八幡，白川，旗鉾，久

野々，高根)， '(名古屋区内:下回，.蒲郡，豊根?豊橋，富岡，犬山，稲橋，岡崎，小原)， C津区内:吉

津，川添)， (京都区内:福知山，河守，亀岡，瑞穂，中上林，周山，綾部)， C新潟区内:南鯖石，安塚，

羽茂，小干谷，中興，巻"高浜，能生，事柳，根知，三頭，大河津，小田)，、〈長野区内:平谷"笹平，

泰阜，和田，丸子，大正池，南小谷，菅平，飯山，鬼無里i清内部，伊那里J朝日， 岩村田，旦開，大

桑4 王滝)， C甲府区内:小淵沢)，'C静岡区内舞坂，興津，牧之原，藤枝，気多，鎮玉)， C横浜区内:

厚木)， C彦根区内:政所)， (広島区内:広谷，戸ニ与)， (鳥取区内と井，吉成〉

1 ;尾鷲，相川γ 姫路，洲本，前橋，御前崎，三島，高松，一新潟，熊谷，静岡，和歌山，潮岬，東京，横浜，

，大島，徳島，境，松代町内一部，松江市内ー音[i，米子市内一部，宮古，烏島， (金沢区内:向田)， (岐

阜区内:中津)， (津区内:鳥羽，浜島，長島，大杉谷，菰野，名張，粥見，萩原，.奥津，一之瀬，木ノ

本)， 'c長野区内:大鹿う， (甲府区内i西野)， (静岡区内ご俣)， (熊谷区内:越谷，上高)， (銚子区内

:千葉)， (鳥取区内:青谷，国英，境コ

第 2表 o観測表
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験 時 報震

最大動振幅 初j 動
番号 観測所 発震時

N I E I z 
p，........s ム. 

E Z E Z 

1時63分4U11008••• 秒B 2 5 
29μ 1 38μ 2 10.秒5 一μ分115秒.3 km 81 

佐長八宮樋 泉 賀岳戸崎崎

646 
82 一 一 一 一 1 43.5 672 
83 1290 600 2. 1 1.8 -11 -16.2 649 
84 12.5 525 550 一 7.5 -6.71 =-5.5 一 1 32. 7 687 
85 12.8 229 一 一 1.2 -2.11 -2.5 一 1 45.1 714 

86 
厳鹿森児原島

13.2 97 67 一 2.4 2.2 一 (+) + 3 一 1 06.4 677 
87 19.4 860 779 94 2. 7 5.2 2.4 -8.6 十6.21 57.6 756 
88 21. 8 156 510 110 . 4.1 8.8 3.0 一 一 一 1 33.0 727 
89 ，烏

江島
27.1 494 、436 一 9.8 9.8 一 +27 -8.6 一 1 15.9 768 

90 32.1 203 115 100 7.6 6.1 3.3 - 3 - 4 十 41 55.21 830 

91 

屋浦寿札旭 久 幌都河島川

3324 .6 一 一 一 一 一 一 一 一 一 1 56.3 850 
92 .7 一 一 一 一 一 一 一 一 一 127.3 779 
93 沼 3「3児 266 1541 -11. 3 十1.31 34.6 850 
94 38.81 -314 296 -J 10.2 1 32. 7 847 
95 49. ー 一 一一 963 

86 

需稚 室走
35 01. 9i 150 一 -1 .11. 8 1104 

97 07 ー 一 一一 2 12.0 1081 
98 内 22. ー 一 147.7 1097 

註: *印は地震課調査係で原記象紙から直接読取った値であるo

震度分布第1表を図にじたものが

第1図であるが?・震央を中心、として大

体 30Qkmの半径の地域が有感であるO

宮古，鳥島で異常的に人体に感じてい

るが，鳥島までの距離は 770kmI'C達

しているo能登半島及び富山平野の一

部分で震度が大きいが，その他の地域

は大体震央から離れるに従って弱く怠

っている。最大の震度は大聖寺附近の

強震でその範囲も非常に小さい。

初動分布第2表の初動を図にした

ものが第2図である。矢印の方向及び

大きさは水平動より，上下動の向きは

黒，由丸で，また上下動地震計を使用し

ていたい観測所及び、使用していても記

象紙上で不明のものは×印で区別し

た。図でわかるように震央を通る 2本

Fi:Q. -1 
Distrゐutio凡of.sωmie Il伽 sities
E士竺立a珍物、:::::j
V lV [J] l~II 

d 
O 。 d

'
A
U
 

k
m
l
 

第 1図大聖寺沖地震による震度分布
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大聖寺沖地震一一一地震課調査係

の節線によ D象限型に在る。初動
産量f
の水平動の大きさは福井地震と同

じように近畿，四国側が犬ぎく，

他の地域の象限は割合小さい。こ

れはとの地域に起る地震の発震機

構に関する特性かもしれない。

走時曲線第2表の観測値をも

ととして等発震時線，初動方向，

P，......s時間等によって震源を求め

ると，北緯 36.50.，東径 136.20.，

深さ約 20kmが得られた。 Rich-

_ terの方法によって震央距離(第

2表参照、)を求め， P i皮走時曲線

左ひいてみると， τ第3図のように

なる6 図から観測値は j=210km

を境界として2本の直諌の上に大

体のっているととがわかるO との

直線の{頃斜から速度を求めてみる

と，夫々 -6.4km/~ec， 7.9km/sec 

と怠る。今，表面層を 2層あると考

えると，得られた速度は夫々 P

波及び、Pi皮に相当するものと考え

日18-2 
Di5tributioh 0/ the india/. motions 

• Up 0印刷、Q?yUnlmoWn.

一一一一ぅ 100?

一→xJ-→砂一一妙味

〆

第2図大聖寺沖地震による初動分布

¥ 
¥ 

¥ 

〆/

/-

られるので，第1層のF波を 5.0km/secと仮定すると，第1層の厚さは 20km，第2層の厚さは

31kmと求まる。とれは従来j切られた憶にかなりよく一致した債であるO

前記震央を仮想、震央として 50km三三d三250kmの範囲の21箇所の観測憶を用い Hodgsonの方法

を適用して震央を決め注をすと北緯 36028.l'土0.6'，東径 136012.3' ::tO. 7'が得られた。但し，報

告資料の中で時刻の精度の悪いと判断された値は除外して計算した。また最初にひいたP波走時曲線

と，今表面層とその速度及び再決定した震央を周防て，深さ 20kmとしてU.いたP波走時曲線とを比

較すると非常によく一致し，とのP波走時曲線は和達・益田両氏による 1o "-'20kmの走時曲線にか怒

りあうので震源の深さは 20kmと求められ，とれらから得られた震源に於ける発震時は 3日7日16時

32分37.5秒である。
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第 3図 大聖寺地震によるP波走蒔曲線

';00 600 
-;;;;Ut初s
1O(}() 

余震 7日目時32分以後月末までの余震調査の結

果を報'告する。第3表の訟もた余震の表，第4表有

感余震表及び第5表無感余震表に示したように稿顕

著 1回，小区域9回，局発33回，計有感地震43回，

無感地震109回， -総合計152回であった。即ち 7-

日は箱、顕1回，小区域1回，局発9回，無感39回，

計50回 8日は小区域2回，局発8回，無感24回，

/計34回 9日は小区域2回，局発4回，無感9回，

計15回と次第比減少しているO 余震回教をグラブに

したものが第4図であるが， .24"-'29日まで有感，無

感地震ともに 1回もなく‘30日からまた1"-"2回程度

起っている。余震域もあま Dひろがりがたく殆んど

全部の余震が本震の起った大聖寺沖合に密集じてい

るO また震源の深さはいすτれも 30k白以下の極く浅

い地震であった。.
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大聖寺沖地震一一地震課調査係

第 3 表 おもな余ー震の'表

域|発震時 I~ヒ緯、|東径(深さ! =--.-. 
fj口 -事

時16 分37 
o 。 km 

百*‘!
km 

36..3 .136.3 極浅 中部，近畿地方の一部分で有感 250牢*

16 40 36.4 136. 1 20"，，30 中部地方の一部分及び舞鶴で有感 -][ 200 

0609 36.4 136.3 20 中部地方の一部分で有感 1 150 

11 01 .36:4 136.2 .-10 中部，近畿地方の一部分で有感 E 190 

16 18 36.4 136.2 10 中部地方の一部分及び、舞鶴で有感 E 190 
F 

16 36 36.5 136.2 20 中部，近畿地方JP-部分で有感 E 130 

14 01 36.4 136.2 10 中部地方の一部分で有感 E 130 

18 29 36.4 136.2 10"，，20 中部，近畿地方の一部分で有感 E 200 

08 02 36.4 136.3 。"，，10 中部地方の一部分及び舞鶴で有感 E 130 

16 29 36. 7 136..0 10"，，20 1I ;石川県九谷 1 金沢，輪島 E 115 

註 牢の欄は最大震度，料の棋は最大有感距離を示す。

第 4表有感余震表

、司、

〈時78分〉 時17 分10 時分26 0時5 分47 時18 分18 .時12 分32 〈時10目分〉 0時4 分59 ( 

.16*3* 7 46 20. 28 060* 9 '19 22 50 140* 1 05 -01 

40 * 1618 * 51 (B日〉 08 14 22 29 17 . 13 12. 12 

45 ‘55 00 .00 1 10* 1 (9目〉 3* 6 18 24 (12目〉

-49 18 03 05 14 15. 21 '02 58 18 27 / (11日〉 18 14 

時分
3目〉

7 08 

* 8 29 

0時8分0*2 時22 分.0.0 

16 .29 C19日〉

C16自〉 01. 48 

2331 (30目〉

C17日〉 19 41 

4目〉

06 37 

註 *牢稿顕著地震 */1"区域地震

第 5-'表 I 無感余震表
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験 震 時報

被害 との地震による被害は石川，福井両県境の沿岸を中心とした附近の極く小部分であった。こ

の地域は洪積層地及び沖積層地で，総体的に川の流域，湖沼附近に被害が多かった。

第 6表石川県被害表
... L: 

人 的被害 建 物 被 害 耕地被害 そ の 他

死 半潰|議i焼失lEE|事住書 水冠田・畑水 騒|謹i鰭|間|襲・執事
〈刑判7~ -1的 l8火災〉 27 30 7 60 7 2 2 

(9棟〉 〈町歩〉

〈昭和27年 3月10日現在国警調〉

種別

|石苧崩れ|亀 裂|沈 :i" -1 

地区l北潟西|浜 坂 l期西|皇銀 l叫橋吋肋肌

数量 1 1 戸 l 約白戸|間 520mlzr 凶 itT~ 2叫灯 201"V50cm~2 

原因(開山崩れ|地盤沈下|耽託|躍;n，O 1_ .1  
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